

















Provision of Forest Resources by Mountain-Base Villages to the Ani Mine in the Modern Era:
Introduction and Republication of Minatoke Monjo Archives in the Former Akita Domain
Keiichi WATANABE 1）, Kazuki HAGA 2） and Morihiro KATO 3）†
1） Lake Biwa Museum
2） The Tokugawa Institute for the History of Forestry
3） Faculty of Life and Environmental Sciences, University of Tsukuba
The objective of this paper is to announce the republication of Minatoke Monjo archives and, based on analysis 
of these archives, to elucidate the relationship between the Ani mine and its mountain-based villages in the Meiji 
Era.
During the Edo Era, Minatoke served as an official in Arase village (present day Ani-arase district, Kita-akita 
City, Akita Prefecture). Upon entering the Meiji Era, Minatoke became a contract supplier, providing various 
forest resources including lumber, charcoal and firewood to mines.
Up this point, very little was known regarding the administration of the Ani mine in the Meiji Era. In this 
research, the following points were elucidated based on analysis of historical records related to contract work 
(ukeoi) performed by Minatoke in the second and third decades (1880s and 1890s) of the Meiji Era.
First, individuals who became mine contractors were from houses of high social standing and were called 
oyakata [boss] (and are still called oyakata by locals today). Oyakata were highly literate, had good document 
management skills, and close relationships with mines. In addition to occupying the top rung of the economic 
ladder, oyakata, by undertaking contract work, created employment opportunities in villages.
Second, the contract work carried out by oyakata relied on national forests in the villages. The provision of 
lumber, which began in the Meiji Era, entailed the felling and transportation of large numbers of coniferous trees. 
Oyakata who ventured into unfamiliar areas of work had to overcome numerous difficulties.
Third, the scope of contract work undertaken by oyakata expanded to the new resource of coal. Oyakata were 
able to develop coal transportation as a new industry by joining riverboat worker organizations that had been 
established in the Edo Era.
Based on the analysis above, this paper elucidates the close economic and social ties between mines and their 
mountain-base village communities mediated by oyakata in the modern era.
Keywords: Ani mine, provision of forest resources, contract work (ukeoi), oyakata
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真木沢も 29年 5月に再開し、翌年には 3つの鉱脈
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湊勇吉は、天保 12年 1月 15日に父長左衛門の長







勇吉の長男である伝治（文久 2年 8月 11日生、
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綴 No. 契約内容 契約年月 請負人 保証人
636 035 薪上納 明治12年 8月 湊金治 ―
636 008 炭売上 明治13年 1月 湊勇吉 
湊金治
―
636 063 木材杣出 明治13年 5月 湊勇吉 
松橋久左衛門
―
636 013 米運搬 明治14年12月 八森市松* 
湊伝治
―
636 155 石炭運搬 明治16年 5月 八森市松* 
佐々木吉右衛門
湊伝治
636 165 炭売上 明治16年 7月 湊勇吉 湊金治
651 042 木材杣取・運搬 明治16年10月 鈴木弥右衛門 湊勇吉
651 008 薪上納 明治17年 1月 鈴木弥右衛門 
湊勇吉
湊金治
651 014 炭上納 明治17年 2月 湊勇吉 
山田理左衛門* 斎藤要治
651 031 炭上納 明治17年 3月 湊勇吉 湊金治










651 035 炭上納 明治17年 3月 中島菊蔵 
武田吉松
湊市五郎







728 012 薪上納 明治23年 3月 湊勇吉 高橋慶助 
武田吉松
728 019 石炭・炭運搬 明治23年 4月 武田吉松 ―






728 058 薪上納 明治24年 5月 湊勇吉 ―
728 121 薪上納 明治27年 2月 湊勇吉 ―
728 155 薪上納 明治28年 9月 湊勇吉 ―







































































人名 納税金額 順位 人名 地区・属性
武田吉松 地四拾壱円 4 武田房信 萱草 親方
佐藤長治 地五十二円・所三円 2 佐藤時治 幸屋 親方
湊勇吉 地拾七円 9 湊貞男 荒瀬 親方
松橋久左衛門 地五拾三円 3 松橋久兵衛 幸屋渡 親方
湊市五郎 地二十一円・所三円 7 ― ― ―
高橋萬蔵 地拾九円 8 ― ― ―
佐藤忠太 地弐拾六円 5 佐藤忠俊 根子 親方
鈴木久治 地五十八円・所三円 1 鈴木時久 中村 親方
中島菊蔵 地弐拾五円 6 中島三郎 笑内 親方
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番号 表題 期間 相手 文書件数
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沢名 スギ ブナ ナラ イタヤ ホオノキ ヤスノキ その他 合計
鍰内沢・繋沢・小
岱倉（旧牛滝沢）
1.00 91.02 60.00 25.70 5.37 6.80 31.50 221.39 
早瀬沢 18.00 37.90 39.60 ― 11.40 14.00 14.70 135.60 
打当沢 0.17 54.30 39.70 ― 18.00 20.00 11.00 143.17 
孫沢 0.01 11.50 13.41 ― 8.50 ― ― 33.42 
志渕内沢 ― 15.80 25.90 ― ― ― ― 41.70 
根子沢 0.21 45.70 36.80 ― 11.00 6.50 ― 100.21 
鳥坂沢 0.13 25.30 ― ― 26.30 21.30 0.90 73.93 
小倉沢 0.30 ― 4.50 ― ― 4.20 ― 9.00 
岩ノ目沢 0.00 28.70 12.10 ― 8.70 ― ― 49.50 
戸鳥内沢 ― 40.00 ― ― ― 27.00 ― 67.00 
打当内沢 2.30 84.00 16.30 77.00 9.50 39.00 ― 228.10 
野倉沢 1.05 19.96 23.00 11.50 0.13 2.47 ― 58.11 
荒瀬川 ― 3.25 3.02 1.11 ― ― ― 7.38 
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くれるのが、明治 15年 5月 12日の「杣取御受負
手続書」（636-054）である。これによれば、勇吉
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字森合沢 6000貫目 204円 湊勇吉 湊金治 636 165
炭C 明治17年2月 明治17年6月
～ 12月





荒瀬村官林字根子又沢 5万貫目 1600円 湊勇吉 湊金治 651 031
炭E 明治17年3月 明治17年7月
～ 12月














3万貫目 954円 中島菊蔵 
武田吉松
湊市五郎 651 035
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と定める（第 2条）、6万 7500貫目の炭を 6月から
10月までに焼く（第 3条）、焼賃・背負肩賃は旧暦
7月 10日と製炭完了時の 2度に分けて支払いを受
ける（第 4条）、前金は 1000貫目につき 3円 50銭
を借用する（第 5条）、前金は請負金支払いの都度、
そのなかから返納する（第 6条）、飯米は 1石につ
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によると、炭 Eの請負では、結果的に炭 1万 5000
貫目ほどが過剰に生産された。定約書では、請負
量に対し、5％の上納量の増減は許容されていたが、
1万 5000貫目は請負量 10万貫目の 15％に相当し、
明らかな「過炭」であった。そこで武田らは、こ
























































































































記号 契約年月 期間 伐採場所 請負高 請負金 請負人 保証人 綴 No.
薪A 明治12年8月 ― ― 70棚 258円 湊金治 ― 636 035




























1350円 湊勇吉 高橋慶助 
武田吉松
728 012






荒瀬村官林字檜山沢 324棚 972円 湊勇吉 湊市五郎 
湊金治
728 048








750円 湊勇吉 ― 728 058
薪F 明治27年2月 ～明治27年10月 
：伐採～上納
荒瀬村共有山林字佐山沢 100棚 550円 湊勇吉 ― 728 121









湊勇吉 ― 728 155
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（湊榮興家文書 505）によると、3年 6月 11～ 16
日にかけ、久保田から萱草・根子・幸屋村の石炭
見分の客を泊めている。同じく「惣内沢鉱山見分
日記」（同 657）では、18年 10月 7日に小猿部方
面で石炭鉱脈が発見された情報を書き留めている
（このとき扇田村からの石炭の見本も届いている）。
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の上納は 16年 11月にも確認できる （636-181）。
（31） 明治 27年 「村会議案及関係書類綴」 （湊榮興家
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番号 年 月 日 件名 差出 宛先 翻刻
001 14 12 ― 薪不納之儀ニ付願（12年8月中請負願につき、下部破損） 荒瀬村湊［　　］ 阿仁鉱山分局
002 14 12 6 記（字小倉杣処での出品への下金見込みにつき。5799円余から拝借金上納分203円余を
引き、残金5596円余となる。下部破損） 荒瀬村湊［　　］ 阿仁鉱山分局
003 14 12 6 記（字鳥坂沢杣処での出品見込につき。717円余から拝借金上納分を引き、残金691円余
となる）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
004 14 12 10 証（157円余、茅草石炭坑より五升岱まで、石炭1万7874貫余の運送賃金として受け取る）
→（朱書、14日受取） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局
005 14 12 10 証（30銭、茶屋庫下川原より道誓館舎まで、石炭運送人足賃金として受け取る）
→（朱書、14日受取） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局
006 14 12 10 証（3円余、佐山沢より小沢採鉱処まで、炭112貫余の代価として受け取る）
→（朱書、14日受取） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
007 14 12 10 証（6円余、佐山沢より小沢採鉱処まで、炭224貫余の代価として受け取る）
→（朱書、14日受取） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
008 13 1 6 （品数炭1万貫目、代金218円余、貸金109円余、請負人荒瀬湊勇吉･金治、13年2月より6月までに皆納を予定。炭上納と貸金返済の過程の詳細につき） ― ―
009 ― ― ―（小倉沢にて20尺より33尺までの木材の定約1650本につき、5月から10月までの上納表）湊勇吉 ―











012 14 12 10（書面にて洪水の趣を申し立ててきたが、毎年春末より秋末の間、消雪後の降雨による通
常の出水なので、願意は聞き届けられないとの通知）
阿仁鉱山分局 ―






014 ― ― ―（新造舟は乗岱より出張の受取額は1艘42円余、分局川原で受取分は1艘45円余等書留） ― ―
015 14 12 24 証（茶屋庫より小沢採鉱処まで、道造りおよび運搬を23円余を賃金にして請け負う） 銀山町八森市松 阿仁鉱山分局






017 14 12 24 抵当御下付願（官山字小倉沢より杣出しの前金拝借の際、抵当にした地券の返却を願う）荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
018 14 12 24 証（3円余、左山沢より銀山分局まで炭93貫余を上納する代価として受け取る）
→（朱書、同月27日下げ渡し受け取る） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局





020 14 12 25 証（1円76銭、煉地薪1棚を字比内沢より下浜煉地場までの運搬賃金として受け取る）
→（朱書、同月27日下げ渡し受け取る。牛工国治へ渡す） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局





022 14 12 25 証（95銭余、佐山沢より小沢採鉱処へ炭33貫余上納を請け負い、代価として受け取る）
→（朱書、同月27日下金受け取る） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
023 ― ― ― 六月十四日流木調（長さごとの木材数量数え） ― ―
024 ― 4 29 川下モ流木惣計表（4月29日から7月18日にかけて、早瀬、畠山、小倉より流失した木
材数の書上）
― ―





026 14 12 21 受領証（75円、杉皮3000間の売上げ代として受け取る） 木材掛 湊勇吉
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番号 年 月 日 件名 差出 宛先 翻刻






028 15 1 10 記（杉丸太6本と寸甫1挺の賃金を調べたので、採用を願う） 湊勇吉 ―
029 14 12 ― 証（010と同文） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
030 15 1 10 証（129円余、茅草石炭坑より五升岱まで、石炭1万4722貫目の運送賃金として受け取る）
→（朱書、1月14日下金受け取る） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局














033 ― ― ― 明治十三年十月杣取予算金額左ニ（字野倉1万7386円余糠塚、字黒様1万4536円余畑山、
字小倉5936円余湊） ― ―





035 15 1 ― 薪不納之義ニ付願（031と同文）
→（朱書、書面の願い聞き届ける。15年1月18日、阿仁鉱山分局） 荒瀬村湊金治 阿仁鉱山分局





















039 15 1 26 記（木材1700本位、杉皮2500間位、片木板200間位、以上去る秋中まで上納の単位あた
り対価、こくれ木羽200把位、元来価格なく損木から採材し価格を見積もる） 湊勇吉 阿仁鉱山分局












041 15 1 26 証（比内沢より下タ浜煉地場まで、煉地薪五分の運搬賃金80銭受け取る） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局












043 15 2 2 （萱草石炭船運送取り調べの都合により当分見合わせるため船士共に伝えるよう申し入れ
につき一札）
薪炭掛 荒瀬村湊伝次
044 15 2 14 下村流木取調書（木数177本の木数・才数の取り調べにつき） 荒瀬村鈴木弥右衛
門
―
045 ― 2 5 （石炭舟が壊れたので直したいため明日出頭の要請書） 薪炭掛 湊伝治
046 ― ― ―（鈴木弥右衛門がお礼を願ったところ、すぐに出頭するよう通知） 木材掛 ―
047 15 2 9 証（89円余、茅草石炭坑より五升岱まで石炭1万197貫目運搬賃金として受け取る）
→（朱書、本月14日受取） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局
048 15 2 ― 証（杉丸太・寸甫等、合計14円余、官山字鳥坂沢にて杣取と運搬賃として受け取る）
→（朱書、11月21日に受け取る。使い貞吉） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
049 15 2 9 （朱書）「第三百三拾七号」（話したいことがあるので速やかに出頭するよう通知） 阿仁鉱山分局 湊長左衛門















052 15 2 ― 小倉沢木材山元残木并ニ雪車之分対価取調書（大小木材凡そ1800本。加藤国七の調査に
より、山元残木、土場出木材別の才・賃金につき）
― ―
053 15 4 14 流木御届（4月13日の洪水にて鳥坂沢の木材抱留より凡そ50本がもれて流木となった） 受負人湊勇吉 阿仁鉱山分局
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番号 年 月 日 件名 差出 宛先 翻刻












055 15 5 13 記（木材2790本、土場出し木数取り調べる） 湊勇吉 ―












058 15 2 17 御答書（父長左衛門が呼び出されたが、病気のため代理出頭し、拝借米14石、この対価54円余の返上を仰せつけられ、帰宅して父に話し、返上を願う） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局














061 15 7 5 （朱書）第千二百四十三号（先月から申し付けている貸し付け米代返納について、再度の
申入）
阿仁鉱山分局 湊長左衛門
062 15 7 12 拝借米返上之義ニ付願（3年米20石を拝借し、返上残り14石は対価54円余で返上しよう
としたが、手の内難渋につき、本年より5か年の年賦上納を願う） 荒瀬村湊長左衛門 阿仁鉱山分局







064 15 7 21 上納金延期願（071の下書き） 荒瀬村湊金治 阿仁鉱山分局




















068 15 7 31 流木御届（079の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局





















072 15 8 15（朱書）第千四百九十九号（小倉沢での造材について相談があるので、明16日出局する
よう申し入れ）
阿仁鉱山分局 荒瀬村湊勇吉





















̶  34  ̶
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番号 年 月 日 件名 差出 宛先 翻刻
075 15 8 25 木材上納之義ニ付願（101の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局








077 ― ― ―（15年8月25日に差し出した書面は返却され、30日に書面を差し出したが長官の意思は
変わらず再度返却された。25日の書面を31日から長官に訂正差し出し、指令を願う） ― ―






















081 15 9 4 鳥坂沢木材流木拾上ヶ候分取調書（前田落合から小渕上中川原までの間に計663本につ
き）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局









084 15 9 17 記（杉立木2013本、13年11月より14年5月まで、小倉沢で引き渡された1から9号まで
の場所で伐採したところ、伐り跡検査があり、前書の本数に間違いない）
湊勇吉代松岡友吉 阿仁鉱山分局
085 15 9 ― 記（084と同文） 湊勇吉代松岡友吉 阿仁鉱山分局
086 ― ― ―（小倉沢1～ 9号取り調べ絵図） ― ―
087 15 ― ―（小倉沢1～ 9号取り調べ絵図。総本数1012本。15年9月12日より16日まで伐り跡取り
調べ、17日帰る） 石黒他3名 ―
088 ― ― ― 小倉杣処伐跡分局ニ於て御調出材左ニ（計8485本、この才54万6079才、計金1万340円
余につき）
― ―














091 15 10 13 庭前土鋪（竪4尺・横4尺5寸・奥行1丈5尺、この必要木材・大工・人足書上につき） ― ―























095 15 10 17 証（金58円、杉皮1000間、官山字鳥坂沢伐出に伴う皮のうちから上納分）
→（朱書、同月23日下金にて受取） 湊勇吉 阿仁鉱山分局
096 15 11 4 木材上納願書御指令御調（097の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局









098 15 11 7 証（金58円、杉皮1000間、官山鳥坂沢伐出からの杉皮を小沢鉱山へ上納代の受取につき）荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
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106 15 11 ― 鳥坂沢流木残取調書上（才計4800才、本数計131本、伐出材木のうち本年10月の洪水で
山元に残った材木取調につき）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
107 15 11 30 証（金1448円余、この木材2516本、この才16万才余、100才につき89銭。この賃金受取
につき）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
108 15 11 30 証（金20円余、官山字小倉沢木材上納失数の分違約金） 湊勇吉 阿仁鉱山分局
109 15 11 30 小倉沢木材賃金臨時御下渡願（官山字小倉沢の木材につき既に上納済み賃金の証書を本
日差し出したが、借財と利子を抱えている。特別に臨時の下げ渡しを願う）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
110 14 11 ― 小倉沢木材上納失期違約表（5から10月の違約45本は10分の3） ― ―







112 15 12 14 小倉沢木材上納賃金御下渡願（115の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
113 15 12 ― 証（293円余、杉木材201本、土場出し分、161円余、杉木材679本、山元にある分、合
計455円余。官山字小倉沢伐出材上納分、この賃金を渡され受け取った） 湊勇吉 阿仁鉱山分局













116 15 12 ― 証（113と同文） 湊勇吉 阿仁鉱山分局
117 15 12 20 木材上納賃金渡下之義再願（124の下書き） 荒瀬村受負人湊勇
吉
阿仁鉱山分局















120 16 1 17 記（119の別紙、13尺木伐344本につき末口3寸から1尺の内訳につき） 湊勇吉 ―






122 16 1 ― 柿柾上納之義ニ付願（121の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
123 16 1 ― 記（柿柾1000枚・3把の木取り・割り賃と運賃の内訳につき） ― ―
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127 16 1 31（160の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局





129 16 2 ― 拝借米返上之義ニ付願（128と同文）
→（朱書、聞き届けるので、地所書入証文を差し出すこと。16年2月20日、阿仁鉱山分局）荒瀬村湊長左衛門 阿仁鉱山分局
130 16 3 27 柿柾上納之義ニ付願（121の下書き） ― ―
131 16 3 ― 売上証（金2円余、槻136才の代金として受取につき） 湊勇吉 阿仁鉱山分局
132 16 3 13 薪売上願（3尺薪50棚、この対価350円、銀山専念寺川原に届け売上げたく、期間は本年4月より5月30日までに皆納するので、採用を願う） 荒瀬村高橋豊松 阿仁鉱山分局






















136 16 1 16 記（120と同文） 湊勇吉 阿仁鉱山分局
137 16 2 ― 記（20円、拝借舟代価返上金、15年4・5月2か月分として） 荒瀬村舟子佐々木
国四郎他4名 阿仁鉱山分局















140 16 4 18 証（40円余、官山字鳥坂沢出し杉皮785間上納代として受け取る。全て抹消） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
141 16 4 18 証（長さ7尺から14尺の丸太39本の伐出・造材賃金、木材58本を荒瀬浜から銀山川原ま
で運搬賃、計16円余、受け取る。全て抹消） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
142 16 4 18 証（38円余、鳥坂沢杉皮785間上納の賃金として受け取る）
→（朱書、同月23日伝治分局へ出頭し受け取る） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
143 16 4 19 証（14円余、官山鳥坂沢木材上納賃金として受け取る）
→（同月23日伝治分局へ出頭し受け取る） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
144 16 4 18 拝借円返上証（20円余、3年の拝借米の返上残り54円余の返納につき）
→（同月23日返上） 荒瀬村湊長左衛門 阿仁鉱山分局
145 16 4 18 薪御受負ニ付前金拝借金返上証（20円余、12年8月中薪70棚の前金拝借返上につき）
→（同月23日返納） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
146 16 4 18 薪御受負ニ付違約金上納証（12円余、12年8月中薪70棚の受負違約金上納につき）
→（朱書、同月23日返納） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局






148 16 4 25 下村流木御引渡願（136と同文）
→（朱書、書面の願い本日引き渡す。16年4月30日、阿仁鉱山分局） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
149 16 4 30 小倉沢木材上納願（151の下書き） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
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152 16 5 3 証（227円余、小倉沢残材約8万才の賃金請け取り）
→（朱書、同月11日伝治分局へ出頭し受け取る） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
153 16 5 7 上納証（2円73銭、官山字鳥坂沢杉元木9万1000才、このこくれ柾9万1000枚払い下げ
の対価として上納につき）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
154 16 5 9 記（50円、官山鳥坂沢杣取り木材山元にある分と下村に流材ともに払い下げ代として臨
時預かりにつき）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局







156 16 5 17 探鉱処取調書（荒瀬村枝村の金鉱・銅鉱・鉛鉱の古坑・新坑につき） 荒瀬村湊勇吉 守田兵三
157 16 5 22 鳥坂沢杣処流木材御払下代上納証（杉木材98本、払い下げ代価5円余につき） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
158 16 5 22 鳥坂残木材御払下代上納証（杉木材307本、払い下げ代価5円余につき） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局
159 16 5 25（小紙片、3月差し出しの小倉沢願書、画餅となったが、受け取ってもらいたく、使いを
出すので連印を願う）
斎藤貞治 湊勇吉






















161 16 1 31 小倉沢木材賃金御下之義ニ付願（160と同文） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山分局













































168 16 8 17 延期願（私に能代治安裁判処から本月20日に出廷の呼出が分署へあったが、戸長事務が
忙しくすぐに出頭できないため、本月30日まで延期されたい） 荒瀬村湊勇吉 水無警察分署





170 16 9 25 証（52円余、木炭1541貫余、字森合にて製炭、分局届け売上げ代価請け取りにつき）
→（朱書、同月30日受取） 湊勇吉 阿仁鉱山分局
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175 16 11 1 硝子御払下願（大判4枚、美濃判10枚につき） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山分局
176 16 11 1 証（53円余、木炭1528貫目、字森合沢・中端にて製炭し、局へ届け売上げ代価受取につき）
→（朱書、右金本月受取）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局





178 16 11 6 上納証（小判硝子10枚、大判硝子4枚、計1円60銭、払い下げ代につき）
→（11月7日石田武助へ納めた硝子、同月22日受け出し） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局





180 16 9 25（小倉沢木材置き場として菅生下高堰太郎兵衛・松橋久右衛門耕地を借りた。昨年分本人
より迷惑との申し出があり、私から損料差し出した。3円50銭高堰、1円松橋へ） 荒瀬村湊勇吉 ―
181 16 11 26 証（18円余、長さ5尺杉皮220間の売上げ代価として受け取る）
→（朱書、同月28日受取） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局













183 16 12 5 証（38円余、木炭1120貫目余、字森合の沢・中端にて製炭し局買上代価として受取につき）
→（同月12日受取済み） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局
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003 17 1 2 十六年春伐採薪引渡証（真角沢他4沢にある薪1755棚余引き渡しにつき） 阿仁鉱山局 ― 14







005 ― ― ― 官山字松倉沢木炭製造賃金（上納炭5万貫目の焼賃・牛送賃等につき） ― ―
006 ― ― ― 木炭上納請負願（官山松倉沢にて木炭5万貫目上納につき） ― ―
007 ― ― ―（大渕柴田寅七ほか9名、計49万3000貫目、羽立藤木留治他2名6万5000貫目炭請負につ
き）
― ―







009 17 1 14 証（金21円余、木数182本、構内貯蔵小屋へ木材積立賃金受取につき） 荒瀬村受負人湊金
治
阿仁鉱山局
010 17 1 22 保証金御預証（金80円余、16年春伐薪1053棚余請負証拠金につき） 荒瀬村湊勇吉他1
名
阿仁鉱山局
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018 ― ― ―（材木600本書上） ― ―







020 17 3 ― 証（炭背負出依頼状、5万貫目運送上納にあたり、背負子山の釜々より舟場まで背負出の
世話方手数料を当局より炭10貫目につき3厘宛差出につき） 湊勇吉 佐藤要之助
021 ― ― ―［　　］（阿仁鉱山局御用木炭5万貫目焼立上納の運送方請負の条件につき） 荒瀬村支村根子村
何ノ誰印他2名 湊勇吉
022 17 3 24 保証金御預証、官山字根子又之分（金80円にて木炭5万貫目の請負につき） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局
023 17 3 24 保証金御預証、官山字志渕内分（金84円余にて木炭5万貫目の請負につき） 荒瀬村武田吉松他2名 阿仁鉱山局


















028 17 3 16 木炭受負願（官山字杉ノ又沢・岩ノ目沢にて木炭3万貫目月別上納と拝借金につき） 荒瀬村中島菊蔵他1名 阿仁鉱山局
029 17 2 15（かまど製作の図と金額） 杉田福蔵他1名 ―
030 17 3 25 保証金御願証（47円余、木炭3万貫目請負につき） 荒瀬村中島菊蔵 阿仁鉱山局






032 17 3 25 保証金御預証（金185円余、木炭10万貫目請負保証金として） 荒瀬村武田吉松他2名 阿仁鉱山局























037 ― ― ― 仮願書（湊氏仕払い・中村より仕訳分の金銭につき、挟み込み紙） ― ―
038 17 4 10 記（比立内三左衛門方にて米取り集めにつき） 鈴木弥右衛門他1
名
―
039 17 ― ― 伐採雇方証（薪春伐請負山子につき） 受負人湊忠左衛門 湊勇吉他1名







041 17 4 ― 早瀬沢薪小沢出シ之義ニ付届（046の下書き） 荒瀬村湊勇吉他1
名
阿仁鉱山局



















045 17 4 24 木材川込候分書上（木材2547本、野倉沢につき） 荒瀬村鈴木弥右衛
門
阿仁鉱山局
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047 17 4 ―［　　］（杉長短丸太90本等、木材川流しの寄留用材につき拝借願） 荒瀬村受負人鈴木
弥右衛門他1名 阿仁鉱山局
048 ― ― ― 松倉沢炭役処諸器械及片板挽板共預品取調左ニ（指付古筵、障子、板戸、桶、樽、釜等につき） ― ―





050 17 5 ― 薪沢込小沢抱留迄下方御届（袖の子沢山368棚、真角沢のうち名兵衛沢山70棚につき） 荒瀬村受負人湊勇
吉他1名 阿仁鉱山局
051 ― ― ― 御局御払木（丸駄・片板・杉皮等数量と金額、人足代につき書上、別紙） ― ―


















055 17 5 13 木炭製造［　　］御引渡願（字根子又、備前ノ又からの製炭、焼子の者前金貸し付けにつき）荒瀬村石田勝次郎
他1名 阿仁鉱山局





057 17 5 19 野倉沢木材川込渡届（杉計9963本の川込めについて） 荒瀬村鈴木弥右衛
門
阿仁鉱山局
058 17 5 19 薪沢込御伺（官山字繋沢、早瀬沢薪、雪が解けきる前、手遅れにならないうちに流したい）荒瀬村鈴木弥右衛
門他2名 阿仁鉱山局
059 17 5 20 秤拝借願（5貫目秤1つ、松倉製炭所にて利用につき） 荒瀬村湊勇吉他2
名
阿仁鉱山局
060 17 5 20 定約書（阿仁鉱山需要の製炭・運搬請負を依頼につき） 荒瀬村佐藤長治他2名 石田敬右衛門




062 17 5 20 表莚御払下願（水無村米倉々にある表莚、炭役所・釜子家1軒1枚につき） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局
063 ― ― ― 記（米〆13石9斗5升、46俵につき） ― ―
064 17 5 26 御治療願（木材積方中怪我人につき） 湊勇吉他1名 岩早通光























069 17 5 21 石炭運搬上納月割左ニ（9万貫目を6月から11月の月割りにつき） 荒瀬村舟子佐々木
国四郎他4名 阿仁鉱山局









































077 17 6 7 ［　　］（杉立木12本払い下げ代金上納につき）
→（朱書、同月22日鉱山局より受取参る） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局
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086 17 6 27 証（金75円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負賃金として受取につき）
→（朱書、右金7月1日下金になり伝治出頭受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局



















091 17 7 11 証（金175円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負金受取につき）
→（朱書、右金同月14日下金にて受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局




























































102 17 7 28［　　］（証）（官山字孫沢にて製炭御局炭庫届け上納受負賃金受取につき）
→（朱書、7月30日伝治出張受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局















106 17 7 28 証（金106円余、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月30日伝治出張受取） 湊勇吉 阿仁鉱山局





108 17 7 28 証（金265円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月30日伝治出張受取） 武田吉松他2名 阿仁鉱山局
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110 17 7 31［　　］（釜子8名背負方平均鉱山局上納炭10貫目につき11銭余と肩銭定、炭背負申し付
けにつき）
根子又炭役所 ―






























117 17 8 14 証（金421円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負賃金として受取につき）
→（朱書、同月16日伝治出張受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





119 17 8 14 証（金248円余、杉ノ又沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負賃受取につき）
→（朱書、同月16日受取） 中島菊蔵他1名 阿仁鉱山局





121 17 8 ―［　　］（証）（官山根子又沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負賃受取につき）
→（朱書、同月16日伝治出張受取） 湊勇吉 阿仁鉱山局





123 17 8 ― 証（金193円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負賃金として受取につき）
→（朱書、同月16日下金になる） 武田吉松他2名 阿仁鉱山局












126 ― ― ― 記（薪袖ノ子沢他4沢5口改につき、元計1420棚余、改計1356棚余、差引63棚余山元減） ― ―
127 17 8 19（荒瀬浜留へ挽薪水揚上納31棚余、安間庄助他3名立ち会いで引き渡しを願う、綴小紙片）
→（朱書、本月22日下げ渡しにて受取） ― ―
128 17 8 ― 証（金45円余、官山字真角沢他4か所、16年春伐薪川下し、荒瀬浜上納賃金受取につき）
→（朱書、本月22日下げ渡しにて受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局










131 17 8 26 証（金227円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月29日下げ渡しにて受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





133 17 8 26 証（金91円余、官山字杉ノ又沢・岩ノ目沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月29日下金にて受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





135 17 8 26 証（金169円余、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、下金にて受取）
湊勇吉 阿仁鉱山局





137 17 8 26 証（金120円余、官山字志渕沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、下金にて受取）
武田吉松他2名 阿仁鉱山局
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143 17 9 ― 証（金93円余、官山字杉ノ又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、9月18日下金にて受取） 中島菊蔵他1名 阿仁鉱山局





145 17 9 ― 証（金178円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、下金にて受取）
湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





147 17 9 ― 証（金100円余、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、9月18日下金にて受取） 湊勇吉 阿仁鉱山局





149 17 9 24 証（金31円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、27日受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





151 17 9 24 証（金70円余、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、前同断受取）
湊勇吉 阿仁鉱山局





153 17 9 24 証（金503円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、前同断受取）
武田吉松他2名 阿仁鉱山局

















157 17 9 24 秤御譲下願（6貫目秤1挺、根子又沢での製炭で釜子共が用いたく、御局不用ならば対価
で譲り下げにつき）
湊勇吉 阿仁鉱山局
158 17 9 25 上納証（金1円19銭3厘、称代の対価として受取につき）
→（朱書、27日上納） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局




160 ― ― ― 道法り調（松倉炭役所より銀山御蔵までと小沢採鉱処までの里程と、差引銭につき） ― ―
161 17 10 2 証（金211円余、官山根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月4日受取） 湊勇吉 阿仁鉱山局

















165 ― ― ―（官山松倉沢にて木炭10万貫目御局炭庫御届け上納を請け負ったうち、1万貫目を小沢採
鉱処上納に変更したい）
― ―
166 17 9 20 秤拝借願（6貫目秤1挺、根子又沢での製炭で釜子が用いたく拝借につき）
→（朱書、願いの趣聞き届けがたい。17年9月25日、阿仁鉱山局） 湊勇吉 阿仁鉱山局






168 17 10 11 証（金511円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、14日下金受取） 武田吉松他2名 阿仁鉱山局





170 17 10 11 証（金379円、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、前同断）
湊勇吉 阿仁鉱山局
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175 17 10 21 証（金5円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月23日受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





177 17 10 21 証（金31円余、官山字杉ノ又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同断）
中島菊蔵他1名 阿仁鉱山局





179 17 10 21 証（金276円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同断）
武田吉松他2名 阿仁鉱山局





181 17 10 21 証（金339円、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同断）
湊勇吉 阿仁鉱山局





183 17 10 21 証（金392円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同断）
佐藤長治他1名 阿仁鉱山局







185 17 11 1 証（金129円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、11月6日下金受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局







187 17 11 1 証（金162円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月6日下金受取） 武田吉松他2名 阿仁鉱山局





189 17 11 18 木炭請負願（上納木炭5万貫目、10貫目につき金28銭5厘、18年2月から6月納、官山字
長滝沢のうちにて製炭、右賃金にて運搬上納請負につき）
荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局
190 17 11 19 証（金389円余、官山字杉ノ又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、11月20日下金受取） 武田吉松他1名 阿仁鉱山局





192 17 11 19 証（金226円、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、11月20日受取） 湊勇吉他1名 阿仁鉱山局





194 17 11 20 証（金296円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、11月22日受取） 武田吉松他2名 阿仁鉱山局





196 17 11 29 証（金43円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、12月1日下金受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局







198 17 12 1 証（金8円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、12月5日受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局





200 17 12 1 金預証（金177円余、うち88円余18年1月30日限り渡し、同88円余松倉炭上納に定めに
つき）
湊勇吉 加賀屋亀吉




202 17 12 6 証（金71円余、官山字孫沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月9日下金受取） 山田理左衛門 阿仁鉱山局
203 17 12 6 証（金53円余、官山字志渕内沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月9日下金受取） 武田吉松他2名 阿仁鉱山局
204 17 12 6 証（金17円余、官山字杉ノ又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月9日下金受取） 中島菊蔵他1名 阿仁鉱山局
205 17 12 ― 証（金67円余、官山字根子又沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、12月10日下げ渡し受取） 湊勇吉 阿仁鉱山局
̶  45  ̶
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206 17 12 11 記（金4厘、13年官山字小倉沢にて杉元木1900本元木代上納差引過納分受取につき）
→（朱書、本月19日下金、伝治出張受取） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山局
207 17 12 15 証（金129円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、同月16日受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局
















211 17 12 15 御請書（青毛乗馬1頭対価金16円余、払下げ広告により入札落札の達につき） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山局
212 17 12 15 上納証（金16円余、青毛乗馬1頭払下げ対価につき）
→（朱書、同月16日上納） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山局
213 17 12 18（鷹巣成田が鉱山局より買入の馬を見たいとの書簡）（挟み込み） 山田忠胤 湊伝治
214 ― ― ― 阿仁鉱山局青毛乗馬入札取調（湊伝治他6名の金額につき） ― ―






216 17 12 10 記（船仮屋形1組の拝借願が採用になる、期間は本月15日までにつき）
→（朱書、同月18日石田藤松に頼み返済） 荒瀬村湊勇吉 営繕課
217 17 12 20 証（金152円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫届け上納請負賃金受取につき）
→（朱書、本月22日受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局













220 17 12 ― 証（金105円余、官山字松倉沢にて製炭、御局炭庫上納請負賃金受取につき）
→（朱書、12月27日受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局







222 18 1 19 過炭上納願（228の写し） 荒瀬村受負人佐藤
長治他2名 阿仁鉱山局
223 18 1 21（かつて出水の際の人足23名を、8円余、1名2円68銭余で雇った賃金を高橋岩五郎に支
払った旨記）
阿仁鉱山局倉庫掛 湊勇吉他2名





225 18 1 24 証（金224円余、官山字松倉沢にて製炭、小沢採鉱処炭庫上納賃金受取につき）
→（朱書、同月26日受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局





227 18 1 23 証（そり炭6401貫余、運搬請負につき） 坑業課雑務掛 倉庫掛












230 18 1 31 入札（干草260貫目、枝大豆220把につき） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山局
231 18 1 31 御請書（枝大豆220把落札につき） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山局
232 18 1 31 上納証（金1円76銭、枝大豆220把払下げ代金につき）
→（朱書、同年2月2日上納） 荒瀬村湊伝治 阿仁鉱山局
233 18 2 3 証（金199円余、官山字松倉沢にて製炭、小沢採鉱処炭庫上納賃金受取につき）
→（朱書、2月5日下金受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局

























238 18 2 23（八森倉之助貸し付け金返納につき催促のため出局申入書） 阿仁鉱山局 湊伝治
̶  46  ̶
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239 18 3 17（2月1日より3月16日まで木炭1万786貫目受取通知） 坑業課雑務掛 倉庫掛
240 18 3 18 証（金329円余、官山字松倉沢にて製炭、小沢採鉱処炭庫届け上納賃金受取につき）
→（朱書、同月19日下金受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局







242 18 3 18 木炭上納願（243の下書き） 鈴木弥右衛門他2
名
阿仁鉱山局








244 18 3 19 証（金33円余、官山字松倉沢にて製炭、小沢採鉱処炭庫届け上納賃金受取につき）
→（朱書、20日下げ金受取） 佐藤長治他2名 阿仁鉱山局





















248 18 3 21 木炭粉灰上納願（252の下書き） 鈴木弥右衛門他2
名
阿仁鉱山局







250 18 3 25（阿仁鉱山営業を本月31日を境に古河市兵衛へ譲渡につき達） 阿仁鉱山局 湊勇吉他1名 28














































259 18 10 ― 記（郵便掛函、郵便切手売下所掛札受取につき） 荒瀬村湊勇吉 水無郵便局
260 18 10 21 免務願（戸長事務、病身につき） 荒瀬村戸長湊勇吉 秋田県令赤川戆助




















番号 年 月 日 件名 差出 宛先 翻刻
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004 23 1 29 山田忠胤・湊勇吉受負薪之内、上岱及製煉前事務処前へ運搬棚取調（請け負った薪1314
棚余の内訳につき）
― ―





















008 ― ― ― 大沢薪差引書覚（請け負った薪70棚余の内訳につき）
→（朱書、2月4日受取） ― ―









010 ― ― ― 記（字岩井ノ又沢からの薪450棚の伐採等を1350円で請け負う場合と、字金倉沢からの
薪350棚の伐採等を1510円で請け負う場合の資本金借用の内訳につき） ― ―
011 ― ― ―（古河事務所より資本金756円を借用した際の書入地の書上。756円のうち135円は身元保
証金として預け、残り621円を受け取った） ― ―














014 23 3 14 証（仙北御廻米の比立内－荒瀬間の運賃として50円を受け取った） 湊勇吉 阿仁鉱山古河
事務所





016 22 10 18 松倉製炭処渡挽物木材取調（角材46本の寸法の書上につき） 木材請負人鈴木久
治
松倉製炭処
017 ― ― ―（木材1173本の寸法の書上） ― ―





























023 23 6 2 証（御山料字大沢からの薪80棚の伐採と小沢鉱山への運搬を請け負い、その賃金として250円を受け取った） 荒瀬村湊勇吉
阿仁鉱山古河
事務所









026 23 7 14 薪御売上願（官山字岩井ノ又沢から薪を伐採したが、190棚余不足となった分につき） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山古河
事務処
027 ― ― ― 記（薪450棚の伐採等を請け負った賃金621円の内訳につき） ― ―
028 ― ― ―（金銭の書上） ― ―
029 23 7 16（薪の棚調べの出張依頼に関する書付） 倉庫掛 湊勇吉
030 23 7 ― 薪御売上願（官山字岩井ノ又沢から薪を伐採したが、190棚余不足となった分につき） 荒瀬村湊勇吉 阿仁鉱山古河
事務処
34








032 23 8 5 薪売上願（中村の郷山から伐採した薪100棚を購入されたい） 湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所












035 22 8 15 棚調御届（山元に積み上げられた薪281棚の棚調べの結果につき） 湊勇吉他2名 古河阿仁鉱山
事務処
036 ― ― ― 証（薪98棚余の内訳につき） ― ―
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040 23 9 13 誤伐手続上申書（官林字岩井ノ又沢での誤伐につき、寛大な処置を願う） 荒瀬村湊勇吉 阿仁銅山小林
区署
37










043 21 11 8 米拝借証（米15俵を拝借したので、12月までに比立内村松橋文蔵方へ返済する） 荒瀬村湊勇吉 志渕内製炭処
044 23 12 3 （官林字檜山沢からの薪の伐採・運搬請負打診につき通知。薪324棚の伐採と事務所への
運搬を請け負う場合は請書を提出し、請負を見合わせる場合も連絡すること）
倉庫掛 湊勇吉 39
045 23 12 4 御請書（官山字檜山沢からの薪324棚の伐採と事務所への運搬を請け負う） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
40
046 24 1 22（薪の請負につき出頭依頼。連絡事項があるため、代人でもよいので出頭されたい） 倉庫掛 湊勇吉 41
047 24 1 28 金借用証（石炭服露金として300円を借用） 荒瀬村武田吉松他1名 葛西重雄


























051 ― ― ― 記（前田村森吉官林・上小阿仁五反沢官林における杉等2044本の伐採・運搬の入札請負
につき）
― ―





053 ― ― ―（前田村森吉官林・上小阿仁五反沢官林の杣取出材調書。寸法・本数等） ― ―
054 ― ― ― 入札心得之要用のケ条（入札の日程、総木数、資本金、川下し中の洪水流木への対応、
納入場所等につき）
― ―
055 24 3 29 証（専念寺後の人足小屋の貸上料金として3円を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
056 24 5 6 （夏伐薪の件で相談があるので出頭されたい旨の書付） 今林斧治 湊伝治











059 24 5 13 大沢薪受負賃金予算調（薪1棚あたりの伐採賃、牛駄賃、飯料等の経費の内訳につき） ― ―










061 20 4 23（土地の書上） ― ―













064 ― ― ―（薪652棚余の伐採地の内訳に関する書付） ― ―
065 24 6 13 薪川下御届（官山字岩井ノ又沢からの薪261棚余の伐採と、中村郷林字モウ沢からの薪136棚余の伐採が完了したので、15日より大川下しに移る） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務処






阿 仁 銅 山 村
百五十番地葛
西重雄
067 ― 6 20 大沢薪伐採予算取調（薪1棚あたりの伐採・運搬等にかかわる経費の内訳につき） ― ―
068 24 6 18（大沢薪伐採所の調査に関する書付） 今林斧治 湊勇吉
069 24 6 28 大沢薪伐採予算調（薪1棚あたりの伐採・運搬等にかかわる経費の内訳につき） 荒瀬村湊勇吉 古河事務処倉
庫課
070 ― 7 3 （檜山沢における夏伐薪の調査に関する書付） 近内安太郎 湊勇吉










阿 仁 銅 山 村
百五十番地葛
西重雄
073 ― ― ―（字愛宕堂等から伐採した角材・丸太の寸法・本数に関する書付） ― ―
074 24 9 ― 約定証（庄司半五郎が所有する字向山・愛宕堂脇の杉林を伐採し、古河事務所へ売り上
げる際の契約書）
庄司半五郎他1名 ―
075 24 7 28 廿四年七月廿八日調、大渕より下前田・桂瀬三ヶ所より船運搬ヲ以事務所届賃金（寸法
ごとに木材の運賃を書き上げたもの）
― ―
076 ― ― ―（寸法ごとに木材の運賃を書き上げたものか。貼紙あり） ― ―






078 24 8 18（連絡事項があるので至急出頭されたい旨の書付） 倉庫掛 湊伝治
079 ― 8 20（薪の件で至急出頭されたい旨の書付） 今林 湊
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081 ― 8 18（薪5棚余買い入れに関する書付） ― ―
082 24 8 20（薪の流失にともなう湯口内村周辺の家々の調査結果に関する書付） ― ―
083 ― 8 26（小又村枝郷境田村五兵衛持ち林の立木調査に関する書付） ― ―



























阿 仁 銅 山 村
百五十番地葛
西重雄






































093 24 11 10（薪下し方の件で連絡事項があるので至急出頭されたい旨の書付） 今林 湊
094 24 11 17 証（薪26棚余の運搬を請け負った賃金として3円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
095 24 11 17 証（官山字金倉沢からの薪21棚余の伐採等を請け負った賃金として65円余を受け取った）荒瀬村鈴木久治 古河阿仁鉱山
事務処





097 24 11 17 証（官山字金倉沢からの薪15棚余の伐採等を請け負った賃金として42円余を受け取った）荒瀬村鈴木久治 古河阿仁鉱山
事務処















101 24 11 30 廿五年度伐採薪受負調（真角沢・小岱倉沢・志渕内沢・野倉沢・打当沢からの薪1550棚
の伐採等を、湊勇吉・鈴木久治・松橋文蔵に請け負わせる）
倉庫掛 ―













104 25 1 21 記（24円余返済につき）
→（朱書、書面通り受取）
庄司半五郎 湊勇吉
105 ― ― ― 古河阿仁鉱山事務処鉱物購買規定（銀鉱石・銅鉱石の品位・価額等につき） ― ―
106 ― ― ― 委任状（伐採した木材を阿仁鉱山事務所へ売り上げた際の代金受取を部理代人に委任す
る場合の雛形）
湊勇吉 ―
107 ― ― ―（雑木の寸法・代金に関する書付） ― ―
















110 ― 5 28（油断なく薪下し方に従事することにつき書付） 倉庫掛 湊勇吉




112 ― 8 13（佐山沢で伐採した薪の買い上げ代金につき書付） 今林 湊
113 ― ― ―（朱書）「記」（薪300棚の伐採等にあたって前金450円貸与につき） ― ―
114 26 8 ― 薪御売上願（荒瀬村共有山林字佐山沢から薪200棚を伐採し、代金1236円で売り上げたい）荒瀬村湊伝治 古河阿仁鉱山
事務処
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115 ― ― ― 薪仕上り取調（長さ2尺8寸の薪1棚を伐採・運搬するのに要する経費の内訳につき） 湊伝治 ―
116 ― ― ―（木材の寸法・代金に関する書付） ― ―





















120 26 12 ― 薪売上願（荒瀬村共有山林字佐山沢から薪100棚を伐採し、代金550円余で売り上げたい）荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処























124 24 9 ― 約定証（庄司半五郎が所有する字向山・愛宕堂脇の杉林を伐採し、古河事務所へ売り上
げる際の契約書）
庄司半五郎他1名 ―






















129 27 7 17（提出された雑木留木売上証書に不備があり、決算不能につき書付） 木材方 湊伝治














132 ― ― ― 佐山沢留木上納表（留木2472本の寸法・本数・代価につき） ― ―











135 27 10 6 （定約の薪を至急運搬されたい旨の書付） 倉庫掛 湊勇吉
136 27 11 26 記（幸屋村佐藤長治より買い入れた石炭坑付近の山林から造材した留木の寸法・値段の
書上）
― ―
137 ― ― ― 記（幸屋村佐藤長治より買い入れた山林から造材した留木の寸法・値段の書上）（挟み込み） ― ―
138 27 6 18（山田藤之助による木材の売り上げ願書の写） ― ―
139 ― ― ―（木材の寸法・値段に関する書付）（挟み込み） ― ―
140 ― 12 12（留木に差し支えているので至急納入されたい旨の書付） 笠井唐忠 湊勇吉















143 27 12 ― 記（雑木留木5000本を造材し、422円余で売り上げたい） 荒瀬村湊勇吉 ―









146 28 1 16 証（荒瀬村共有山林字佐山沢から薪6棚を伐採・運搬した代金として35円余を受け取った）荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
147 28 2 20 御使渡願（仙北回米の比立内－荒瀬間のそり運搬につき） 荒瀬村伊藤忠記 古河阿仁鉱山
事務処倉庫課
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151 28 3 9 証（雑木留木604本の代金として43円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
152 28 6 16 幸屋村へ伐採留木取調（湊伝治・山頭太兵衛出張・調査により留木4968本受取につき ― ―
153 28 7 28 証（前金50円につき） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処












156 ― ― ―（封筒）（挟み込み） 荒瀬村湊勇吉 今林斧治
157 ― 10 26（木材の寸法・値段に関する書付）（挟み込み） ― ―

























163 28 11 17 木材売上代金受取証（木材4459本の代金として271円余を受け取った） 湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
164 28 11 17 返納証（資本金として借用していた251円余を返済する） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
165 28 11 30 木材売上代金受取証（木材197本の代金として10円余を受け取った） 湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処






167 28 12 18 証（山領字薬研沢等からの薪14棚の伐採等を請け負った賃金として38円余を受け取った）荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処










170 29 1 7 木材売上ケ代金受取証（木材293本の代金として16円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処
171 ― 1 9 （立ち会いによる薪納入依頼に関する書付） 薪炭方 湊伝治




173 29 2 13 木材売上ケ代金受取証（木材2221本の代金として183円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処










176 29 2 17 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した資本金のうち、53円余を返済する） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務処
177 ― 1 8 （伐子1人ごとに伐採した薪の棚数を調査されたい旨の書付） 今林斧治 湊伝治










180 29 3 4 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した資本金のうち、89円余を返済する） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務処










183 29 3 17 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した資本金のうち、65円余を返済する） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務処
184 29 3 ― 記（薪266棚の規格につき） 取締人 ―
185 29 3 4 （小沢鉱山へ薪224棚納入の覚書） ― ―
186 ― 3 18（薪の件で連絡事項があるので至急出頭されたい旨の書付） 今林 湊





188 ― ― ― 記（薪330棚余の内訳につき） ― ―
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193 29 4 17 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した資本金のうち、54円余を返済する） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務処













197 29 4 27 木材上納賃金受取証（御山領字大沢からの木材1307本の伐採等を請け負った賃金として98円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務処
198 29 5 3 証（小沢応保橋から水道坑構内へ薪6棚余を運搬した賃金として3円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務処















202 ― 8 8 （大沢薪山見分に同行されたく、茶屋で待ち合わせる旨の書付） 今林 湊
203 ― 8 9 （大沢薪山見分に同行されたく、茶屋で待ち合わせる旨の書付） 今林 湊
204 29 8 ― 記（焼木1棚を請け負った場合の賃金4円余の内訳につき） ― ―
205 29 8 ― 記（薪1棚を請け負った場合の賃金3円余の内訳につき） ― ―




















210 ― 1 20（薪納入の催促に関する書付） 薪炭方 湊勇吉
211 30 2 6 記（薪318棚分について、伐子ごとの内訳を書き上げたものか） 湊勇吉 ―







213 30 2 4 記（薪113棚の寸法の内訳につき） 湊勇吉 ―





215 30 2 6 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した資本金のうち、200円を返済する） 荒瀬村湊勇吉
古河阿仁鉱山
事務所






217 30 2 23 委任状（古河阿仁鉱山事務所から請け負った薪伐採の前金200円の受取を部理代人に委
任する場合の雛形）
湊勇吉 ―









220 30 4 4 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した200円を返済する）荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所
221 30 4 6 証（極印沢川原から鉄道脇上わ岱へ薪61棚を運搬した賃金として36円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所
222 30 4 6 記（極印沢川原から鉄道上わ岱へ薪を運搬した費用36円余の内訳につき） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所
223 30 4 6 証（小沢応保橋から水道坑構内へ薪15棚余を運搬した賃金として9円余を受け取った） 湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所





225 30 5 8 返納証（御山領字大沢からの薪の伐採・運搬を請け負うために借用した200円を返済する）荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所
226 30 5 8 証（極印沢役所に木材119本を納入した賃金として6円余を受け取った） 荒瀬村湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所
227 30 7 10 証（大沢土橋掛け替えの人足賃として2円を受け取った） 湊勇吉 古河阿仁鉱山
事務所
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　此賃金百拾円四拾四銭弐厘　但壱本ニ付七 銭 九 厘
一、同末口三寸より弐 尺 迄長七尺丸太三千六百六拾壱本
　此賃金三百三拾六円八拾壱銭弐厘　但壱本ニ付九 銭 弐 厘
一、同末口六寸より尺二寸迄長八尺丸太九百五拾五本
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　明治十七年　　　　　　　　　湊 勇 吉　
　　三月十二日　　　　　　　同村炭受負人
































　明治十七年　　　　　　　　松 橋 文 蔵㊞　
　　五月五日　　　　　　　　佐 藤 金 蔵㊞　
　湊 勇 吉様　　　　　代人














































　明治十七年　　　　　　　　佐 藤 長 治　　
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　　十月　　　　　　　　　　佐 藤 長 治　　


























　明治十八年　　　　　　　　佐 藤 長 治㊞　








































四月十日　　　　　　　　　　佐 藤 長 治　　
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　　　　　　　　　　　　　　高 橋 慶 助㊞　
　　　　　　　　　　　　同郡同村百二十七番地　　
　　　　　　　　　　　　　同
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　明治三十年二月　　　　　　　湊 勇 吉　
古河阿仁鉱山事務所
　　　　　　　　御中
［史料45］
明治30（1897）年7月10日「根子薪上納之儀ニ
付願」
（湊榮興家文書728-229）
　　　根子薪上納之儀ニ付願
御山領字大沢ニ於而薪伐採・運搬受負被仰付、伐
採中根子薪七棚五歩上納相成候所、御直薪御製造
ニ準拠シ六懸ケ上納ニ仰付候得共、御見聞之通伐
採及運搬非常之困難、弐尺薪よりハ掛リ増相成候
得共、根子ハ不申及、末木小薪ニ至ル迄取棄テ無
之様厳重被仰含候為メ、不得已上納仕候所、弐尺
薪極印沢川原届ケ壱棚ニ付四円ノ処、根子薪壱棚
弐円四拾銭ニ相当リ候得者、非常之損分ニも相成
候故、小薪直段ニ準シ、壱棚ニ付三円五拾銭ニ相
当リ候様御取扱被成下度、此段奉願上候也
　　　　　　　　　　　　　　受負人
　明治三十年七月十日　　　　　湊 勇 吉　
　古河阿仁鉱山事務所
　　　　　　　　　御中
